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日本における分子生物学の旗手であった
渡邊　格　初代会長

三浦謹一郎
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先
生は本学会創設の中心人物であり、初代会長をつとめら
れた方であるが、この３月 ��日に動脈瘤の破裂で �0才
の生涯を閉じられた。
　私は大学院の博士課程と先生の研究室の助手としてそ
れ程長い期間ではないが直接お世話になった。その頃研
究室では「自分を先生呼ばわりしないでくれ」と云われ
ていたので、われわれは「格さん」と呼んでいた。ここ
でも親しみをこめて格さんと書かせていただくことにす
る。
　��00年代の前半には原子物理学、量子論が急速に展
開されて、化学と物理学は根元では共通であり、全体と
して物理科学という形で物質の構造が理解されるように
なってきた。����年には世界大戦が終り、世界的に見
て次の問題は、「生命体が示す諸現象がどのような原理
で営まれているのだろうか？」、「生命体も物理科学です
べてを説明し盡せるのだろうか？」、「生命体には独特の
原理が働いて種々の現象が現れるのだろうか？」といっ
たことが科学者達の話題になっていた。そして從耒の生
物学が大変革を遂げるのではなかろうか？ということが
期待されるようになっていた。
　戦争でひどい被害を受けた日本でも一部の科学者たち
は戦争後数年たつとそれぞれ新しい生物学の動きを感じ
て新しく生命体の研究を始めていた。渡邊格さんは東大
理学部化学教室の物理化学の水島三一郎教授の研究室の
出身で、生命体を化学の立場から研究しようとして動き
出していた。東大の航空研究所が戦後、理工学研究所に
改組され、その第 �部は水島研究室の流れを汲む人々や
有機化学の安

アン

藤
ドウ

鋭
トシ

郎
オ

研究室の人によって構成され、いわ
ば生物物理化学というような分野が一つのコアになって
いた。その頃、外国の文献情報は東京では、日比谷に出
来たアメリカ文化センターや日本橋の丸善の中にあった
ブリティシュ・カウンシル（英国文化センター）などで
得られ、いろいろな分野の科学者達が利用していた。格
さんもその頃はそこでいろいろな情報を仕込んでいたよ
うだ。そこで格さんは偶然のことから生物学者の柴谷篤
弘氏と知り合って共通の学問的興味をもつ人であること
を知った。そういう場所では異分野出身の人が出会って
新しい学問的活動が生まれているようで、日本の分子生
物学の芽生えもそのような場所が大事な役割を果してい
たようだ。

　その頃世界的に見ても、生物が示す諸現象が物理科学
的な原理だけでは説明し切れず、何か特別な原理に基い
て動いているのではないかということに興味を持つ人々
が集っては議論していた。たとえば物理学者であるデン
マークのニールス・ボアを中心にして集っているグルー
プなどは生物物理学の一つの源流となっている。また、
生命現象としてはすべての生物に共通にある特徴として
の遺伝現象――自己増殖系――については簡単に実験で
きる系として大腸菌や大腸菌に感染するウイルス、バ
クテリオファージを対象として一緒に研究しようという
ような研究計画まで進み、アメリカではカリフォルニ
ア工科大学（Cal. Tech., パサデナ）、バークレーのカリ
フォルニア大バークレー校に新しくできたウイルス研究
所（タバコモザイクウイルスを初めて結晶化したスタン
レーが所長をつとめていた）や生物学者のハーシーらが
いたニューヨーク州のコールド・スプリング・ハーバー
のカーネギー研究所などが拠点となってできた“ファー
ジ・グループの人達は遺伝の現象を新しく物理学的方法
や化学的方法によって研究を始めていた。また、遺伝現
象については物質的には染色体の構成成分である核酸と
蛋白質が問題で、この二つの高分子物質の本体を明らか
にすることが重要だという認識からスエーデンのウプサ
ラ大学では物理化学者の Svedbergや Tiseliusが超遠心
分離機の作製や電気泳動法の開発や各種クロマトグラ
フィーの媒体の作製など研究方法の開発が盛んに行わ
れ、「ウプサラ学派」と呼ばれていた。また、イギリス
ではケンブリッジ大やオックスフォード大では X線結
晶解析などで蛋白質や核酸の高次構造研究が研究技術の
開発を行いながら進められていたし、アメリカでもカリ
フォルニア工大、カリフォルニア大学、マサチューセッ
ツ工大（MIT）や NIH、ロックフェラー医学研究所など
でも蛋白質と核酸の構造解析をはじめ種々の研究機器の
開発が進められていた。
　格さんはこのような欧米での核酸と蛋白質の研究の情
況を適確に把握して居り、東大理工研で主に核酸の研究
をスタートしていた。また超遠心機を日本でも開発しよ
うということに意欲的で、これは東京工大の機械工学の
佐々木重雄教授らに協力してファージや細胞成分の分離
精製や分析の実験に着手していた。格さんはバクテリア
やウイルスの実験に関しては東大伝染病研究所（伝研、
現在の医科学研究所）や厚生省管轄の予防衛生研究所（日
本の NIH）に出入りして文献や機械器具を使用させて
貰った時期があったようである。
　このように戦後しばらくの、実験器具もなかなか揃わ
なかった時代に理工研における研究を進めながらも格さ

追悼文



�

んは新しい遺伝の研究を体験すべく、ファージ・グルー
プの一つの拠点であったカリフォルニア大学バークレー
校のウイルス研究所に ����年秋から ����年春までの �

年半ほどの間出張に出ることを決心した。出発する頃の
����年 �0月には岩波書店の雑誌「科学」の �0月号が
「新しい生物科学」の特集号であったが、その中で格さ
んは「生命現象の探究と化学の役割」という題で寄稿し
ている。雑誌「科学」には英国の雑誌“Nature”の“�00 

years ago”欄のように「�0年前には」という欄があるが、
�00�年の �0月号のこの欄には格さんの上記論文のこと
が掲載されている。改めて読み直したところ、これはそ
の頃の遺伝現象の新しい研究の立派な review論文で非
常に適確に当時の分子生物学の研究が始まる前の世界の
生命現象の探究へのとりかかりの状況がまとめられてい
る。この論文には「分子生物学」という言葉は一言も出
ていない。
　「分子生物学」の定義は ���0年代には一応次のように
定義されている。「分子レベルでの生命現象を支配する
基本的法則を解明する学問」（ドイツの Felixら、����）
　分子生物学という言葉はすでにフランスの du Noüy

や英国の Astburyが ���0年代、�0年代には用いてい
るが、分子生物学という学問分野の始まりは ����年
のWatsonと Crickの DNA二重らせん構造モデルの提
出時といわれているので、渡邊格さんの「生命現象の
探究と化学の役割」という論文［科学 ��巻 ���―�00

（����）］はまさに分子生物学の発生直前の時期であった
のだ！　ちなみに国際的な分子生物学の専門誌 Journal 

of Molecular Biologyが発刊されたのは ����年であり、
それ以降「分子生物学」という分野が認知されたよう
である。James D. Watsonの“Molecular Biology of the 

Gene”が発刊されたのは ����年である。従って格さん
の論文は学問としての分子生物学が成立するようになる
プロセスをまとめた日本人の記載した重要な論文であ
る。筆者はこのような論文の存在を汎く本会の会員にも
お知らせして是非読んでいただきたく、著者の御長男渡
邊知雄氏と岩波書店の御了解を得て、この追悼文に続け
て日本分子生物学会の会報に復刻転載させていただくこ
とにした。

　渡邊格さんはカリフォルニア大学ウイルス研究所滞在
中に始めた T系ファージの増殖時におけるファージ遺
伝子 DNAとそのコピーである RNAとファージに特異
的な蛋白質の動態の研究を理工研で続け、さらに京大ウ
イルス研でも続けたが、そののちには RNAファージの
増殖の研究も慶応義塾大学でずっと続けられ、日本にお
ける分子生物学研究のリーダー役を続けられた。
　研究のリーダー役であるばかりでなく、日本における
分子生物学の研究体制を作り上げるための努力も惜しま
れなかった。���0年代に入る頃からは東大医科研の内
田久雄氏を始め、活発な分子生物学研究者とともに毎年
研究会やシンポジウムを東京八王子の大学セミナーハウ
スや大阪の㈱武田薬工研修所や日本生命研修所で合宿形
式で実施され、参加人数もどんどん増えたため、ついに
は ����年 ��月に日本分子生物学会を創立されることに
なり、渡邊格さんは初代会長に推された。
　日本分子生物学会は創立以来会員数が直線的に増え続
け、最近、会員数は ��,000人を超えてなお増え続けて
いる。分子生物学は、とくに遺伝子の研究はゲノム研究
として発展し、現在の生命科学の基盤でもあり、会員
数が多くなるのは自然の成り行きであったかもしれない
が、渡邊格さんは生涯を通じてこの学界で索引車的役割
を果されたと思う。
　学会だけでなく、総説を中心とした専門雑誌「蛋白
質 核酸 酵素」（共立出版）については赤堀四郎、江上
不二夫の両先生と共に渡邊格さんは生みの親であり、昨
年は �0周年を迎えることができるまで育成された（�00�

年 �0月号）。また、�00�年の �月号は DNA二重らせん
構造の半世紀⑴であったが、この両方に渡邊先生からの
寄稿をいただいている。渡邊格先生の追悼文は「蛋白
質 核酸 酵素」では本年 �月号には数人の方にいただい
ているので、渡邊格先生がいろいろな面で分子生物学推
進のために活躍されたことをさらによく理解していただ
けると思う。
　分子生物学会もそろそろ創立 �0周年を迎えるが、こ
こに本学会が生まれる頃の雰囲気と渡邊先生の御活躍の
一端を記し御冥福を祈りたい。
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【岩波書店発行 雑誌『科学』より】
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○　上記記事は、岩波書店の特別なご好意により、雑誌『科学』1952 年 10 月号（22 巻 10 号
/496―500 頁）から、そのまま転載させて頂きました。

　雑誌『科学』原版サイズはB5ですが、本会報に合わせA4判で掲載しております。




